








































































































































2019 年 1 月初旬の身体測定における身長、体
重を用いた。
１．調査方法
1）対象者　A 園 5 歳児クラス
男児 26 人、女児 29 人、計 55 人
月齢 69 ヶ月から 80 ヶ月（平均 74.2 ヶ月）
（5 歳 9 ヶ月から 6 歳 8 ヶ月）














































年から 2008 年までの男児 927 名、






































目線 平均値 標準偏差 *p<.05
前     　n=18 9.0 2.2  *   *
前と手   n=26 13.6 3.9  










0 1 2 3 4
n=54
目線 前 前と手 前と手足
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
月齢 74.2 3.4 74.2 2.9
身長 cm 113.4 4.4 113.6 4.0
体重 kg 19.6 2.6 19.6 2.3
カウプ指数 15.2 1.2 15.2 1.4
両手握力 kg 14.7 2.5 14.3 3.8
とび越しくぐり 秒 14.9 2.6 17.3 3.1
25m走 秒 6.3 0.4 6.6 0.6
立ち幅とび cm 109.3 13.8 100.5 13.8












































































































事例 B 児や C 児のように、巧技台の「ハシ
ゴ渡り」において自分の手足を見て確認しなが
ら渡り、タイムも遅い背景には、感覚や身体像・
身体図式の未発達などがあると推察された。
―　39　――　38　―
和久田佳代：巧技台の「ハシゴ渡り」から発達特性を知る
３　今後に向けて
巧技台のハシゴを渡る際に、前を向いて渡る
幼児はタイムが速く、動きもスムーズである一
方、足を確認しながら渡る幼児はタイムが遅く、
動きもぎこちない傾向にあった。
巧技台の「ハシゴ渡り」において自分の手足
を見て確認することの背景には、感覚の未発達
や身体図式・身体像の未発達があると推察され
た。巧技台の「ハシゴ渡り」は「高ばい」で「わ
たる」という運動要素のある効果的な運動遊び
であり、その中で子供の発達特性を確認するこ
とにつながる可能性が示唆された。
また、従来の短距離走、立ち幅跳び、ボール
投げなどの体力測定ではよい結果を示しても、
多動でよく動いているため体力が高い事例があ
ることが分かり、ハシゴ渡りのような遊びを通
して、発達特性をみていくことが必要であると
考えられた。
本研究は対象児56名に対する1回の「ハシゴ」
渡りを分析したものであり、その範囲での考察
である。今後は、縦断的・横断的により多くの
データを収集し、「ハシゴ渡り」を視る視点を
明確にしていく必要がある。
＊本研究の一部は日本幼児体育学会第 15 回大
会で発表した。
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